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1. 心電図自動解析装量の使罵経験
。米満道子・志村昭光
(結核予訪会千葉県支部)
岳動解析装置による心電図判定を集毘換診に応用する
ための検討をした。ミネソタコード 3-3について!日プロ
グラムでは読み過ぎが46.4弘あったが現在誌16.0%に減
っている。 1337例の“normal"の中，前屈の所見「正
常範茜」であったものは全例底部の判定と一致し，照合
しないときは軽微なものも含めれば36弘の読み落しを認
めた。これよりブフト，ハードの面からの改良と前回の
所見と対比することによ予診断請度を向上させることが
できる。 
2. 迷彩甲状腺機能異常と心安患
鈴木裕太蕗(国立千葉)
甲状線機能完進痘及び低下症はしばしば非定型的な病
状，特に心臓病を疑わせる譲な症状や諒床所見をもって
発症し診断確定迄に年月を要する事が多い。充進症では
平状膿の肥大が軽度であったり手指のしんせんが見られ
ない事があり，低下症では心不全や心嚢炎との鑑別が困
難である。病気がカモフラージされていて解りにくいと
いう意味で迷彩甲状腺機能異常と呼び臨床医家の注意を
喚起したい。 
3. 当躍における肺結核症の治療の現況
持里子敏彦，佐藤重現有賀光
(千葉;1鉄)
昭和53年度当践における結核患者は30人で I型 0人E
型 8人E型10人IV型 6入V型 6入よ担なる。治療した者
は80誌の24人で，排菌者は治療者の半数にあたる12で、あ
る。 RFPを中心とした初期強化療法により， 3カ月以
内記92ラもの11人が菌陰性化している。治療期間も RFP
を中心とした治療で平均 1...1.5年に短縮され外来、治療
で満足する結果が得られている。 
4. 腎組織標本における IgGlinear pattern 
山本駿一，土田弘基，山口康一部
(千葉社会保険・腎内科〉
千葉社会保険病院にて腎生検及び剖検された753例の
壁光抗体法で IgGが揚性を呈した286伊i中 linea主 pa-
tternを示したものは47例 (16.4%) (このうち， Ca揚
性ftlは24例〉であった。寵沫診断)3ljには，慢性腎炎，ネ
フローぜ症侯群，血尿，lレープス腎炎，急性腎炎，蛋白
尿，紫斑病性腎炎，糖尿病性腎症，急速進行性腎炎，パ
ーター症候群に linearpatternがみとめられた。本形
態の出現機序について辻， Cs共存を伴うものは抗 G豆沼
抗体関与の可能性があるが， Cs詮性併については今後
検討を要するものと患われる。 
5. 発繋，下菊，黄痘をもって発痘した急性腎不全の 
1倒
上野正和，五十底正彦(国立習志野)
下痢・熱発・黄痘でもって入院し，まもなく高度の乏
尿をきたし，腹膜濯流を施行して尿毒症の詩期をしのぎ，
現在ほとんど正常に生活している20歳の女性例を報告し
た。当初の黄痘泣ほとんどが間接ピヲルぜンであヲ， 
LDHは極めて高値，タームス試験陰性，血清掲色，尿
はレンガ色，血清 FDP20μg(dl，賓血あれ
血小板数は10万以下になることなく，赤血球の frag-
mentationもなかったが，溶血性尿毒症痘侯群としてヘ
パ Pン・ウロキナーぜ察法を強行した。 
6. 少量インシュリン筋注法で治療した糖尿請性昏謹
の2倒
常富重幸，篠塚正彦，石塚豆治
(上都賀〉
広瀬賢次(千大〉 
1973年アルベルティらは糖尿病性昏睡の新しい治療法
として，少量インシュジン筋注迭を発表し，その利点と
して，本法は簡便であること， ~忌車糖を起さないこと，
